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５・６下　題材別カリキュラム

■題材別カリキュラムについて
この資料は，年間指導計画の作成に必要な内容を記載しています。
地域や学校の実情に合わせた年間指導計画のご作成にお役立て下さい。

	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
［共通事項］との関連・
育てたい子ども像
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
心のもよう
（２～４）

絵に表す
	題材の目標：
自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを楽しみ，表し方や組合せを考え工夫して表す。

〔共通事項〕との関連：
材料や用具を工夫して表した形や色から，自分の気持ちを表すイメージをもつ。

育てたい子どもの姿：
「表したい」という気持ちをもち，自らに問いかけながら自分なりの方法で率直に表そうとする子ども。
	〇自分の気持ちをいろいろな形や色で表す活動への関心や見通しをもつ。
〇カード状の画用紙に，自分の感情や気持ちについて思い描いたイメージになるよう試しながら，形や色を考え工夫して表す。
○自分の思いがより表されるように，カードを並べたり構成したりして表す。
〇友人と作品を見せ合い，よさや面白さを感じ取る。
	（関）自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。
（想）心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
（技）絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カードの組合せ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）試し表す中から，心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
	教師・児童：新聞紙　など
教師：画用紙，段ボール紙，黄ボール紙，パステル，ローラー，ぼかし網　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」と関連が深い。形や色で自分の気持ちを表すことは，今の自分を見つめ直すことでもある。直接言葉で表すことが難しいことでも，形や色を通すことで表現できることがある。



題材別カリキュラム表は下記の内容で構成されています。
1 ページ／題材名／配当時間／分野
・各題材の教科書掲載ページ，題材名などを示しています。
・配当時間は，学校や児童の実情に合わせて柔軟な取り扱いができるよう，基本的に幅をもたせて設定しています。
・分野は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」に該当する内容を示しています。

2 題材の目標
・各題材での児童の活動の目標を示しています。
3 〔共通事項〕との関連
・学習指導要領に示された当該学年の〔共通事項〕を踏まえて，題材における〔共通事項〕との関連を示しています。
4 育てたい子どもの姿
・題材に取り組むことで育みたい子どもの資質・能力について示しています。
5 主な学習内容
・児童の活動を中心として，授業の流れを追って示しています。

6 題材の評価規準の例／（◎は重点化の観点 ・ Aと評価する例）を設定しました。
・各題材の観点別評価規準の例を示しています。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について記載しています。
・◎は，その題材で重点化してほしい評価の観点について「十分満足できる」（Ａ）の例を記載しています。
・評価規準例の略号は下記のとおりです。
　（関）：造形への関心・意欲・態度
　（想）：発想や構想の能力
　（技）：創造的な技能
　（鑑）：鑑賞の能力
※評価については，一つの題材だけでなく，複数の題材のまとまりの中で４観点をバランスよく押さえていくことが大切です。
以下に中央教育審議会・初等中等教育分科会・教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成22年3月24日）に関して，文部科学省のホームページより関連部分を転載しましたのでご参照下さい。
詳細は以下のサイトをご覧下さい。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm）

（評価時期）
○授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる（※７）。
「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよう留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するなどの工夫を行うことも重要である。
（※７）平成20年1月17日答申においては「１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる」との指摘がある。
7 主な材料・用具
・授業で必要な，主な材料や用具について，教師や児童が準備するものを分けて示しています。「教師・児童」と表記したものは，教師と児童それぞれが準備するものです。
8 関連
題材に関連する事項を示しています。必要に応じて幼稚園・保育所との関連，道徳との関連，他の題材との関連，他教科等との関連，中学校の学習内容との関連について分けて示しています。
・幼稚園・保育所との関連
小学校と幼稚園・保育所との学びの連続性を意識し，幼稚園教育要領，保育所・保育指針を踏まえ，幼稚園・保育園と低学年の活動内容のつながりを示しています。
・道徳との関連
道徳と特に関連が深い題材について，小学校学習指導要領解説道徳編を踏まえ，具体的な内容項目を示しています。
・他の題材との関連
他の題材と特に関連が深い題材について，具体的な内容を示しています。
・他教科等との関連
他教科や学級活動，学校行事などと関連を図ることができる題材について，各教科の学習指導要領解説を踏まえ，具体的な内容を示しています。
・中学校の学習内容との関連
小学校と中学校の９年間で一貫して資質や能力を育成する観点から，低・中学年からの積み重ねを基に，中学校学習指導要領解説美術編を踏まえ，高学年と中学校の活動内容とのつながりを示しています。また，技術科との活動内容とのつながりも示しています。
	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
〔共通事項〕との関連・
育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
想像のつばさを広げて
（２～６）
絵に表す
	題材の目標：
心の中で思い浮かべたり，考えたりしている不思議な世界を想像し，表し方を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
楽しいことや不思議なことを想像しながら形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
心の中で思い浮かべたり，考えたりして新しい世界を想像し，表すことを楽しむ子ども。
	○教科書に掲載されている参考作品を見て，どんな世界を想像したのか，友人と話し合い，表された世界の面白さについて気付く。
○心の中で思い浮かべたり，考えたりしている世界を想像して発表したり，アイデアスケッチをしたりして，かきたいものを決める。
○想像した世界の形や色や様子について考え，表したいことに合わせて，表し方を工夫する。
○自分や友人の作品を見て，伝わってくる世界の面白さや表し方のよさについて気付いたことを話し合い，作品の表し方のよさを感じ取る。
	（関）心の中で思い浮かべた楽しいことや不思議な世界を想像して，絵に表すことに取り組もうとしている。
（想）心の中で思い浮かべた楽しいことや不思議な世界の形や色を想像し，表し方を考えている。
（技）表したいことに合わせて，画面の構成や表し方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，想像した世界の面白さや美しさを感じ取っている。
◎（想）心の中で思い浮かべたり，考えたりしている楽しいことや不思議な世界の形や色を想像し，効果的な表現方法を考えている。
	教師：画用紙，色画用紙，段ボール，黄ボール紙，ボール紙，コンテ，液体粘土，ローラー　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	中学校の学習内容との関連：
Ａ表現（１）につながる内容である。想像したことを基に，思いや願いなどを心の中に思い浮かべて絵を表す活動を経験することは，中学校美術への有意義な積み重ねとなる。

	
	
	
	
	
	

	p.10・11
動きをとらえて形を見つけて
風をとらえて
（２～６）
造形遊びをする
	題材の目標：
風や水と場所の特徴を基に，場所の様子と考え合わせて，材料などを工夫して風や水を美しく表す。
〔共通事項〕との関連：
材料や場所の形や色，特徴をとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
見えないもの，とらえどころのないものでも関わり方や働きかけ方を工夫すれば手応えを得られることに面白さを感じ取る子ども。
	○風が吹いている場所を探し，その場所の特徴や，風の吹く様子をとらえて，どのようにして可視化するか方法を考える。
○身近な材料を使ったり，組み合わせたりしながら，風が見えるように工夫してつくる。
○活動場所や材料の特徴を生かして表されたもののよさや，風が流れる姿の美しさについて話し合う。
	（関）風が吹いている場所の特徴を生かして，風が吹く様子を可視化することに取り組もうとしている。
（想）活動場所の風が吹く様子を基に，風が見えるための形や色，場所の構成を考えている。
（技）表したい風が流れる姿がよく表れるように，いろいろな材料を試して，使い方を工夫している。
（鑑）場所や材料の特徴を生かした，風が流れる姿のよさや美しさを感じ取っている。
◎（関）風が吹いている場所の特徴を生かして，風が流れる姿の美しさをとらえ，材料を工夫しながら活動に取り組もうとしている。
◎（想）活動場所の風の様子をとらえる方法や，美しく表す方法をいくつも考え，吟味している。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：スズランテープ，ビニルシート，ミラーテープ，ひも，竹ぐし，棒材，カッターナイフ，ビニルテープ，粘着テープ　など
児童：はさみ，のり
など
	道徳との関連：
「３-（２）自然の偉大さを知り，自然環境を大切にする。」
「３-（３）美しいも
のに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもつ。」などと関連が深い。風や水といったものを可視化し形をとらえる活動を通して，自然の偉大さを知り，その美しさに感動し，畏敬の念をもつようにしたい。

	水をとらえて
（２～４）
造形遊びをする
	
	○教科書を見て，水が流れたり飛び散ったりする様子について興味をもち，水の姿を見えるようにする活動に関心をもつ。
○活動場所に移動し，水に触れたり動かしたりしながらグループで表したい水の姿を考える。
○活動場所の様子も考え合わせながら，材料や用具の使い方を試して表したい水の姿をつくる。
○水の特徴と場所の様子を生かして，つくりだされた水の姿のよさや美しさについて話し合う。
	（関）水の特徴と，場所の様子とを考え合わせて美しい水の姿をつくりだすことに取り組もうとしている。
（想）活動場所との関係を考えながら，美しい水の形や色の表し方や，とらえ方を考えている。
（技）水の特徴や活動場所の様子を基に，水の美しい姿のつくり方を試し工夫している。
（鑑）場所の様子を生かした，水の形や色の美しさを感じ取っている。
◎（関）水の特徴を生かして，場所の様子との意外な重ね合わせ方を思い付き，美しい水の姿をつくりだす活動に取り組もうとしている。
◎（想）活動場所との関係を考えて，美しい水の形や色の表し方を何度も試み，児童自身が最もふさわしいと考える方法を見付けている。
	教師・児童：水鉄砲（理科の学習で使用したものなど），色セロハン，セロハンテープ
など
教師：バケツ，ひしゃく，ペットボトル，ボウル，プラカップ，じょうろ，ポリ袋，養生シート，木工用接着剤，デジタルカメラ　など
児童：はさみ，のり
など
	

	p.12・13
水の流れのように
（４～８）
立体に表す
	題材の目標：
ガラスが溶けて流れる様子を想像して，自分の思いに合った焼き物をつくる。
〔共通事項〕との関連：
水の流れの形や色を想像して粘土で表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
まだ見ぬ状況を想像することに興味と意欲をもち，試しながら自分なりの方法を追求し実現させようとする子ども。
	○ガラス片を添えて焼き締める焼き物について興味をもち，つくり方を理解する。
○ガラスが溶けて流れ溜まる様子をイメージしながら，どのような流れにするのか，どんな形にするのか，想像しながらつくる。
○ガラスが溶けて流れる道筋や量を考えてガラス片を置き，焼成する。
○自他の作品を見せ合って，形の面白さやガラスの色や流れの美しさなどを感じ取り合う。
	（関）水の流れを表すような焼き物に興味をもち，つくることに取り組もうとしている。
（想）溶けて流れたり溜まったりすることを想像して，その面白さが生きる形を考えている。
（技）溶けたガラスが効果的に流れたり，溜まったりするような形をつくるために用具の使い方を工夫している。
（鑑）自他の作品のよさや面白さを感じ取っている。
◎（想）ガラスが溶けて流れる道筋を想像しながら，高低差や段差をつくるなどして，面白い形や楽しいアイデアのある形を考えている。
	教師・児童：粘土板，新聞紙　など
教師：焼成用粘土（信楽粘土など0.5〜１㎏程度），ガラス片（ビー玉も可），かきべら，切り糸，のし棒，竹ぐし，割りばし　など
児童：粘土べら，雑巾　など
	中学校の学習内容との関連：
Ａ表現（１）アイにつながる内容である。また美術で焼成に関する活動を行う際，Ａ表現（３）イにあるような，制作の順序を考え見通しをもって表現することにも結び付く。

	p.14・15
わたしの大切な風景
（４～８）
絵に表す
	題材の目標：
毎日の生活を見つめることで見付けた，大切に思う風景を絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
身の回りの対象を見つめて形や色をとらえ，表したい風景のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
毎日の生活や身の回りの中にある大切なものに気付くとともに，それに思いを寄せたり自分を見つめたりする子ども。
	○自分の生活や身の回りを見つめ，大切な風景を思い浮かべる。
○思いが表れるように表し方を構想して，自分が大切に思う風景を絵に表す。
○友人と作品について話し合い，伝えたかった思いや表現に共感したり，学び合ったりしながら，多様な見方をする。
	（関）毎日の生活の中から，大切に思う風景を見付け，絵に表すことに取り組もうとしている。
（想）毎日の生活を見つめながら，大切に思う風景やその様子を考えている。
（技）大切な風景の様子や思いなどが表れるように，表し方を工夫している。
（鑑）自分や友人の絵を見て，大切にしたい思いや作品のよさを感じ取っている。
◎（想）毎日の生活の中で感じた思いを様々な視点から見つめながら，その様子を考えている。
◎（鑑）自分や友人の絵を見て，表そうとした思いや表現のよさや美しさ，表し方の工夫などを感じ取っている。
	教師：画用紙，色画用紙，アイデアスケッチ用紙，パステル，コンテ　など
児童：水彩用具一式，サインペン　など
	中学校の学習内容との関連：
Ａ表現（１）アイにつながっていく題材。対象のよさを感じ主題を生み出すこと，全体と部分の関係を考え創造的な構成を生み出すことなどは，小学校における表現活動の積み重ねから生まれる。

	p.16・17
くるくるクランク
（６～８）
工作に表す
	題材の目標：
クランクの仕組みを生かして動きのある面白いおもちゃなどをつくる。
〔共通事項〕との関連：
クランクの仕組みから，つくりたいものの形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
仕組みを生かして面白いものをつくることに興味をもち，いろいろ試しながらつくることを楽しむ子ども。
	○クランクの作品例を動かしたりしながらクランクの動きを味わい，つくりたいものに期待感をもつ。
○クランクの仕組みをつくり，動きを生かしながら，思い思いに動きのあるつくりたいものをつくる。
○できた作品のクランクの動きを互いに紹介し合いながらその動きの特徴について鑑賞する。
	（関）クランクの仕組みを基に，動くおもちゃをつくることを楽しもうとしている。
（想）クランクの仕組みを基に，その動きを生かしながらつくりたいものを考えている。
（技）思いや考えに合った動きになるように，仕組みや飾り方を工夫している。
（鑑）できた作品を動かしながら，クランクの仕組みの生かし方や動きの面白さなどを感じ取っている。
◎（想）クランクの仕組みを生かし，形や色を効果的に使ったアイデアあふれるものを考えている。
◎（技）クランクの仕組みを生かして，思いや考えに合った動きになるように確かめながら材料や用具の使い方を工夫している。
	教師・児童：空き箱，牛乳パック，包装紙，身辺材　など
教師：色紙，色画用紙，針金（18～20番程度の使いやすいもの），ペンチ（またはラジオペンチ），ストロー，竹ぐし，竹ひご　など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	中学校の学習内容との関連：
Ａ表現（２），（３）に結び付いていく。仕組みをつくって動かすという条件を基に発想や構想し，見通しをもって表現する活動は，小学校から積み重ねた経験がとても大切である。

	
	
	
	
	
	

	p.18・19
光の形
光のちょうこく
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
光や材料に触れて，いろいろ試しながら，自分の考えに合う形をつくる。
〔共通事項〕との関連：
材料や光から生まれる形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分で考え試しながら表現することを楽しみ，思いもよらない手応えにも意味や喜びを感じ取る子ども。
	○光の形を浮かび上がらせる材料に触れ，効果や特徴をつかむ。
○光り方を予想したり意図して切ったり穴をあけたり，いろいろ試しながら形をつくる。
○自他の作品の工夫や形の面白さを鑑賞し合う。
	（関）光を浮かび上がらせる材料を使ってつくる活動に興味をもち，つくりたい形をつくることに取り組もうとしている。
（想）材料の形の違いによる光の効果の変化をとらえて，つくりたい形を考えている。
（技）光の効果を生かし，見通しをもって形をつくったり，材料の組合せ方を試しながら工夫したりしている。
（鑑）光と材料の形から生まれる作品のよさや美しさを感じ取ったり，自他の作品の面白さを認め合ったりしている。
◎（技）光の効果を試し確かめながら，スポンジの角や切り口の形，ストローの長さや位置などをいろいろ工夫している。
	教師：メラミンスポンジ（大小いろいろな大きさのもの），LEDライト，皮ポンチ，ストロー（白色タイプ），段ボールカッター，木工用接着剤　など
児童：はさみ　など
	中学校の学習内容との関連：
メラミンスポンジやストローといった材料を組み合わせる活動は，光と相まって抽象的な形の美しさをつくりだす。美術第２・３学年Ａ表現（１）に示されている単純化や省略，強調により創造的な構成を考えることなどに結び付く。

	かがやく世界
（４～６）
立体に表す
	
	○光を通す材料を集め，光を通すことで生まれる効果や特徴をつかむ。
○光り方を予想して，美しく見える形を意図して切ったり穴をあけたり，接着したりして形をつくる。
○自分や友人の作品の工夫や形の面白さを鑑賞し，話し合う。
	（関）光を通す材料を使ってつくる活動に興味をもち，つくりたい形をつくることに取り組もうとしている。
（想）材料の違いによる光の変化をとらえて，つくりたい形を考えている。
（技）光の効果を生かし，見通しをもって形をつくったり，材料の組合せ方を工夫したりしている。
（鑑）光を通す材料の特徴や，自他の作品のよさや面白さ，美しさを感じ取っている。
◎（技）光の効果を試し確かめながら，ペットボトルの切り口の形やストローの長さ，組合せ方などを工夫している。
	教師：LEDライト，ストロー，ペットボトル，ペットボトルばさみ，カッターナイフ，化学接着剤，ホットボンド　など
児童：はさみ　など
	

	p.20・21
アミアミアミーゴ
（２～８）
工作に表す
	題材の目標：
紙バンドや毛糸などを使い，織る，編む，組むなど伝統的な技法を使って，生活で使えるものをつくる。
〔共通事項〕との関連：
生活を楽しくするものの形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
日常生活で使うものを自分でつくることに意欲をもつとともに，生活の中で見られるものの技法・製法に興味をもつ子ども。
	○教科書を参照しながら，織ったり編んだり組んだりするなどの技法を知り，生活の中で使いたいものを考える。
○自分のつくりたいものに合うつくり方を選び，つくる順番などの計画を立てる。
○基本的なつくり方を理解し，それを基に形や色を工夫しながらつくる。
○自分や友人の作品のよいところや実際に使ってみた感想などを話し合う。
	（関）昔から伝わる技法を使って，生活を楽しく豊かにするものをつくることに取り組もうとしている。
（想）身近な材料を織ったり編んだり組んだりするなどの技法を組み合わせてつくりたいものを見付け，用途や形，色を考えている。
（技）昔から伝わる技法を理解し，身近な材料の形や色の組合せを工夫している。
（鑑）自分や友人の作品の工夫しているところや実際に使った感想などを話し合い，よさを感じ取っている。
◎（技）使う人や場所を意識し，用途に合わせてつくりたいものに合った技法や材料の使い方を工夫している。
	教師・児童：段ボール，毛糸　など
教師：色画用紙，紙バンド，紙ひも，針金，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤
など
児童：はさみ，のり
など
	中学校の学習内容との関連：
織る，編む，組むなどの技法を使って生活の中で使うものをつくる内容は，Ａ表現（２）（３）に結び付いていく。機能と楽しさや美しさを考え，発想や構想することの経験は，「用と美の調和」を考える上で大切な役割を担っている。

	p.22・23
墨で表す
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
墨や用具の特徴を生かして自分の表したいことを見付け，いろいろ試しながら自分の思いに合う表し方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
墨でいろいろ試すことで生まれる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
用具や表し方を工夫すると，限られた材料だけでも自分の思い描いた世界が広がることに気付き，様々な場面で表現を試みようと意欲をもつ子ども。
	〇墨と用具の手応えを感じながら，思いのままに手を動かし，いろいろ試し表すことを楽しむ。
〇いろいろな用具を試したり，表し方を組み合わせたりして，自分の思いに合う表し方を工夫する。
〇友人の作品を見て，墨の美しさや表し方の違いなどについて話し合う。
	（関）墨でいろいろ試すことを楽しもうとしている。
（想）墨の効果を生かして自分の表したいことを見付けている。
（技）いろいろな用具や方法を使って，自分の思いに合う表し方を工夫している。
（鑑）友人の作品の墨の色の違いや筆あとのよさや美しさを感じ取っている。
◎（技）いろいろな用具や方法をどんどん試し表すことから，思いに合う表し方をつくりだしている。
	教師・児童：割りばし，新聞紙，雑巾　など
教師：和紙（いろいろな大きさのもの），刷毛，小皿　など
児童：墨汁，筆，スポイト，文鎮，筆洗　など
	道徳との関連：
「４-（７）郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつ。」と関連が深い。墨を使った表現は日本の伝統的な表現方法であり，実際に経験することで伝統と文化をより一層大切にしようとする気持ちが育まれる。

	p.24・25
ひらいてみると
（２～６）
造形遊びをする
	題材の目標：
開いた傘を使って，校舎の内外の広い空間に働きかけて場所の変化を楽しんだり，自分たちの思いを表したりする。
〔共通事項〕との関連：
傘を開いた時の形や色から発想し，場所の形や色，特徴をとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の効果的な使い方をいろいろ試しながら身の回りに働きかけ，場所の変化を楽しんだり，自分たちの思いを表したりしようとする子ども。
	○開いた傘で空間に働きかけて形づくる活動に興味をもつ。
○思い付いたことを試したり，表し方を工夫したりして，傘を使った造形活動を展開しながら自分たちのイメージを広げ，形にしていく。
○場所の変化や気に入ったところをデジタルカメラなどで撮影する。
○撮影後は活動した場所を元通りにし，写真を電子黒板などで鑑賞する。
	（関）開いた傘を並べたりつるしたりして広い空間に働きかけ，場所の雰囲気を変えることを楽しもうとしている。
（想）開いた傘の色や形の特徴などから発想したり，空間に傘で表したいことを思い付いたりしている。
（技）開いた傘の組合せ方や並べ方などを試して，空間での表し方を工夫している。
（鑑）開いた傘で空間に働きかける活動の楽しさを感じたり，美しさに気付いたりしている。
◎（技）開いた傘の形や色の組合せ方や並べ方などを試したり，空間での効果的な表し方を考えたりして，工夫している。
	教師・児童：不用になった傘，色セロハン，セロハンテープ　など
教師：スズランテープ，色紙，ビニルテープ，針金，ペンチ，デジタルカメラ　など
児童：はさみ　など
	中学校の学習内容との関連：
傘の形を活用しつつ，場所の特徴をとらえ雰囲気を変える活動は，Ａ表現（１）アの対象を見つめ感性を豊かに働かせる内容や，Ａ表現（２）アの条件などを基に美的感覚を働かせて構成を考える内容などと関連する。

	p.26・27
物語から広がる世界
（４～８）
絵に表す
	題材の目標：
物語を味わい，その情景を想像し，表現方法を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
物語を読んで心が動いた場面から想像を広げて形や色をとらえ，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
物語の情景を様々に思い浮かべながら，絵に表してさらに想像を広げることを楽しむとともに，物語に対して新たな価値を見出す子ども。
	○これまでに読んだ物語の中で，心に残った場面を思い出す。
○自分のイメージをどのように工夫して表すか，アイデアスケッチなどをして構想する。
○アイデアスケッチの中から，表したいことがよく伝わると思うものを選び，表現方法を工夫しながら表す。
○友人と作品を見せ合って，表現から受ける思いなどを話し合い，互いのよさを認め合う。
	（関）心が動いた情景を想像し，絵に表すことに取り組もうとしている。
（想）心が動いた物語の情景を想像し，表し方や構成を考えている。
（技）表したい情景のイメージに合った表現方法を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，形や色の造形的な特徴から，作品の表し方のよさを感じ取っている。
◎（想）心が動いた物語の情景を豊かに想像し，アイデアスケッチをするなどして，自分のイメージに合うような表し方や画面構成を考えている。
◎（技）表したい情景のイメージに合う描画材を選び，表したいことが伝わるように，用具の使い方を工夫している。
	教師：画用紙，色画用紙，コンテ，パステル
など
児童：水彩用具一式，サインペン　など
	他教科等との関連：
国語科の教科書に掲載されている作品や，推薦図書などからテーマを選ぶこともできる。
中学校の学習内容との関連：
Ａ表現（１）アイにつながっていく題材。想像したことを基に主題を生み出すこと，全体と部分の関係を考え創造的な構成を生み出すことなどは，小学校における表現活動の積み重ねから生まれる。

	p.32・33
いっしゅんの形から
（４～６）
立体に表す
	題材の目標：
液体粘土で固めた布の形を見立て，想像を広げて立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
液体粘土と布がつくりだす形をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
対象の形をいろいろな方向から見ることで見え方が変化することを知り，そこに面白さを見出しイメージを膨らませ，表現する楽しさを味わう子ども。
	○布のつるし方やかぶせ方を工夫して，気に入った形を見付ける。
○布を水に濡らして絞った後，液体粘土に浸して成形し，固める。
○固まった形を様々なものに見立てる。
○見付けたイメージを表す置き方や色を工夫する。
○自分の作品を置く場所を考え展示し，意図を説明したり，友人の説明を聞きながら，作品のよさや工夫について考え伝え合う。
	（関）液体粘土で固めた布の形の高さや膨らみの変化により，布のつくりだす形の変化を楽しもうとしている。
（想）固まった形をいろいろな高さや方向・角度から見て，つくりたいものを見付けている。
（技）見る人にも伝わるように，作品を固定する角度や色，置く場所を考え，工夫している。
（鑑）友人の作品から，見立ての面白さや見せ方の工夫を感じ取っている。
◎（想）固まった布を高さや方向・角度を変えて見て，様々なものに見立て，イメージを広げ，自分のつくりたいものを見付けている。
	教師・児童：布（不用になったタオルなど），空き缶・ペットボトル・びんなどの空き容器　など
教師：液体粘土，バット，ひも，洗濯ばさみ，色画用紙，針金，角材，板，釘，金づち，木工用接着剤，化学接着剤，粘着テープ　など
児童：水彩用具一式，雑巾　など
	中学校の学習内容との関連：
液体粘土で布を固める活動は３・４下p.28・29「トロトロ，カチコチ・ワールド」（立体に表す）で取り上げているが，ここでは形の美しさや面白さから発想を広げる活動として示している。Ａ表現（１）の主題に関わる部分に結び付く活動である。また，形のとらえ方や表し方などの技能についてはＡ表現（３）アとも深く関連している。

	p.34・35
筆あと研究所
（１～４）
鑑賞する
	題材の目標：
美術作品の表現の工夫の一つである「筆あと」の特徴から，作者の表現の意図や思いをとらえる。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな作品の「筆あと」の形や色をとらえ，自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
対象や事象を観察する際に，手がかりとなる見方を模索し，新たな価値や意味を見出そうとする子ども。
	○「筆あと」に特徴のある美術作品を鑑賞し，その表現の特徴について話し合う。
○画用紙（八切程度の大きさ）に自分の選んだ作品の「筆あと」を試してみる。
○「筆あと」を試す際に工夫したり考えたりしたことをワークシートなどにまとめ，話し合う。
○自分が「筆あと」を試したことから作者の思いを想像し，友人と話し合う。
	（関）「筆あと」を意識して美術作品を見ることを楽しもうとしている。
（想）美術作品からとらえた「筆あと」を使って，表したいことを考えている。
（技）「筆あと」を意識して，材料や用具の使い方を工夫している。
（鑑）美術作品を見て，「筆あと」から感じた印象や作者の思いを感じ取っている。
◎（鑑）美術作品を見て，「筆あと」を自分で試した体験を基に，感じたことや作者の思いについて感じ取っている。
	教師：「筆あと」に特徴のある美術作品の図版，画用紙，刷毛
など
児童：筆記用具，水彩用具一式　など
	中学校の学習内容との関連：
筆致をきっかけにして作品を鑑賞する活動は，Ｂ鑑賞（１）アにおける，造形的なよさや美しさ，作者の表現の工夫などを感じ取るという内容と結び付くと同時に，Ａ表現（３）アとも深く関連している。

	p.36・37
感じて考えて
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
体全体の感覚を働かせ，様々な方法を試しながら，表したい思いに合わせて形や色の構成を考え，材料や用具の使い方を工夫し，絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
材料に触れて感じたことから，表したいものの形や色のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料などから得た感覚を基に自らの思いを深めたり，さらに表したりするために材料などに働きかけたりすることを繰り返しながら表現を展開する子ども。
	○体全体の感覚を働かせながら材料に働きかけ，感じたことや考えたことを絵に表すことに興味をもつ。
○材料の組合せ方や色のぬり方など，いろいろなことを試しながら自分の思いに合った表し方を考える。
○自分の思いやイメージが形や色と結び付くように，自分なりの表し方で思いを深める。
○友人と作品を見せ合いながら工夫したところなどを話し合い，互いの感じ方や表し方のよさを味わう。
	（関）体全体の感覚を働かせ，自分の思いを形や色で表すことに意欲的に取り組もうとしている。
（想）いろいろな方法を試しながら自分の思いに合った表し方を見付け，形や色の構成を考えている。 
（技）自分の表したい思いに合わせて，材料や用具の特徴を生かしながら表し方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，材料や用具の使い方や表し方のよさを感じ取っている。
◎（技）材料や用具に進んで働きかけ，感じたことを基にいろいろ試してさらに発想を広げ，材料や用具の特徴を生かしながら表し方を工夫している。
	教師・児童：段ボール，ビーズ・ビー玉・木片・小石・割りばし・ストロー・緩衝材などの身辺材　など
教師：木の板，黄ボール紙，画用紙，液体粘土，縄，ひも，共同絵の具，段ボールカッター，カッターナイフ，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：水彩用具一式，はさみ，のり，汚れてもよい服装，雑巾
など
	中学校の学習内容との関連：
材料に触れながら考えることを繰り返し，呼応するようにしながら作品をつくりだす活動は，A表現（１）アイと関連が深い。手の感覚を使って対象を見つめ感じ取った形や色彩の特徴や美しさを基に主題を生み出す活動である。

	p.38・39
1まいの板から
（４～８）
工作に表す
	題材の目標：
板材を使い，用途を考え，構造やつくり方を工夫して，生活の中で使えるものをつくる。
〔共通事項〕との関連：
１枚の板から形や色をとらえ，長く使えて生活が楽しくなるもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料や用具を適切に使い計画を立ててつくることに意欲をもつとともに，できたものを大切に使おうとする気持ちをもつ子ども。
	○生活の中で使うことができるように，目的や用途などを考え，つくりたいものを図に表し，製作の計画を立てる。
○板材を使い，木取り，切断，接合，組み立てなど，適切な用具を使い，つくり方を工夫しながらつくる。
○色をぬったり絵をかいたりして，装飾をする。
○自分や友人の作品のよいところや実際に使った感想を話し合う。
	（関）生活の中で使うものを，板材を使って計画的につくることに取り組もうとしている。
（想）生活の中で使えるように，目的や用途などからつくりたいものを思い付き，図などをかいて計画を考えている。
（技）つくりたいものに合うように，木取りや木の切り方，接合の仕方など，つくり方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品のよいところについて話し合い，よさや美しさを感じ取っている。
◎（関）生活で使っているものの形や機能などに着目し，計画を立てて使えるものをつくることに取り組もうとしている。
◎（想）生活の中で長く使えるように，目的や用途などを考え，アイデアあふれる作品になるように，図などをかきながら計画を考えている。
	教師・児童：定規　など
教師：板，のこぎり，電動糸のこぎり，釘，金づち，紙やすり，ちょうつがい，共同絵の具，木工用接着剤，粘着テープ，ニス，刷毛
など
児童：水彩用具一式，
サインペン　など
	中学校の学習内容との関連：
板材を使って生活の中で使うものをつくる内容は，材料や用具の扱いや製作の見通しを含め，Ａ表現（２）（３）に結び付いていく。機能と楽しさや美しさを考え，発想や構想することの経験は，「用と美」の調和を考える上で大切な役割を担っている。
また，技術科とも関連が深い。

	p.40・41
味わってみよう和の形
（１～８）
鑑賞する
	題材の目標：
私たちの暮らしを楽しく豊かにしている「和の形」に触れ，よさや美しさを感じ取る。
〔共通事項〕との関連：
日本の美術のよさや美しさに触れて，その形や色をとらえ自分なりのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身の回りにある品々の形や色，用途について興味をもち，よさや美しさを見出そうとする子ども。
	○普段の生活の中には，暮らしを楽しく豊かにしている「和の形」があることを知る。
○自分たちの暮らしの中にある「和の形」を探す。
○自分たちの暮らしの中にある「和の形」のよさや美しさを味わう。
○生活を楽しく豊かにするものをつくる。
	（関）自分たちの暮らしの中にある「和の形」について考え，味わおうとしている。
（想）自分たちの暮らしの中にある「和の形」のよさや美しさを基に，生活を楽しく豊かにするものを考えている。
（技）生活を楽しく豊かにするものの表し方を工夫している。
（鑑）自分たちの暮らしの中にある「和の形」の形や色の特徴，材質感の違いなどをとらえている。
◎（鑑）自分たちの暮らしの中にある「和の形」のよさや美しさ，形や色の特徴，材質感の違いなどをとらえている。
	教師：参考図版，ワークシート，実物投影機，プロジェクタ，児童の活動に合わせた材料や用具　など
児童：家庭で見付けた和の形（写真でも可），筆記用具，水彩用具一式，サインペン，色鉛筆　など
	道徳との関連：
「４-（７）郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつ。」と関連が深い。日本に伝わる伝統的な造形に触れることで，文化を大切にし郷土や国を愛する心をもつことができる。

	p.42・43
版から広がる世界
（４～８）
絵に表す
	題材の目標：
これまでの経験を生かし，自分の思いに合った版に表す技法を用いて，彫りや刷りの効果を確かめながら表す。
〔共通事項〕との関連：
版や刷り方を工夫して生まれる形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の思いに合った表現を見付け，試しながら表すことを楽しみ，何度も刷ることに喜びを見出す子ども。
	○版に表すことを考え，今までに学習した版づくりの経験を基に，教科書を参考にして，どのような版表現にするか決める。
○選んだ版表現の製作手順を確認し，アイデアスケッチをしたり，下絵をかいたりする。
○製作の見通しをもち，配色計画などを立て，彫りや刷りの効果を確かめながら表す。
○作品を鑑賞し合い，互いの工夫などを話し合ったり，よさを感じ取ったりする。
	（関）版による表現方法の特徴を理解し，表し方に関心をもち，自分の思いを表すことに取り組もうとしている。
（想）今までに学習した版づくりの経験を基に，自分の思いを表す画面の構成を考えている。
（技）彫りや刷りの効果を確かめながら，表し方を工夫している。
（鑑）作品を見せ合い，表したかったことなどを話し合って表現の意図や特徴をとらえている。
◎（技）彫りや刷りの効果を知って見通しをもち，自分の表したいことに合うように彫りや刷りの効果を確かめ，工夫している。
	教師・児童：新聞紙，身辺材　など
教師：版木，スチレンボード，版画用紙，版画用具一式，色画用紙　など
児童：彫刻刀，水彩用具一式　など
	中学校の学習内容との関連：
いくつかの版表現の技法の特性から，自分が表したい内容を構想し，見通しをもって製作する内容は，Ａ表現（１）（３）に結び付く。第２・３学年に「材料や用具，表現方法の特性などから制作の順序などを総合的に考えながら」と記されているが，小学校からの段階的な経験が重要である。

	p.44・45
ドリームプラン
（２～６）
工作に表す
	題材の目標：
様々な願いのこもった学校や街づくりの計画を模型などに表して，友人や学校に訪れた人に伝える。
〔共通事項〕との関連：
思いや願いを伝えるための学校や街の形や色を考え，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身近な社会や環境の課題に主体的に関わり，楽しく幸せに過ごしたいという願いを実現する方法を創造的に考え行動しようとする子ども。
	○身近な社会や環境の話題から学校や街のよさや課題について話し合い，よりよい学校や街づくりへの思いを膨らませる。
○アイデアスケッチをしながら，よりよい学校や街づくりの計画を立てたり表現方法を考えたりする。
○身近な材料や今までに経験した方法を活用して，計画を模型や設計図などに表す。
○学校や街づくりに込めた思いや願い，表現の工夫などをプレゼンテーションする交流会を行う。
	（関）楽しさや幸せといった願いを込めた学校や街づくりの計画を表す活動に取り組もうとしている。
（想）楽しさや幸せを実現する学校や街のイメージを表す形や色，表現方法などを考えている。
（技）表したいイメージに合わせて，表すものの形や色，材料の扱い方や表し方を工夫している。
（鑑）自他の作品のよさや美しさについて，思いをもって楽しむとともに，表現の意図や特徴をとらえている。
◎（関）活動に取り組みながら新しいデザインを考え続けようとしたり，イメージを表すために適した材料を積極的に集めたりしようとしている。
◎（想）アイデアスケッチをしたり，表しながら思い付いたことを付け足したりしながら，学校や街づくりの計画や表現方法などを考え続けている。
	教師・児童：空き箱，空き容器，段ボール，セロハンテープ，身辺材　など
教師：細い角材，板材，紙粘土，針金，耐水性絵の具，カッターナイフ，カッターマット，木工用接着剤，化学接着剤，デジタルカメラ，コンピュータ
など
児童：水彩用具一式，サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「４-（６）先生や学校の人々への敬愛を深め，みんなで協力し合いよりよい校風をつくる。」
「４-（７）郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつ。」などと関連が深い。社会問題なども含めて，思い描いたよりよい学校をつくりプレゼンテーションする活動を通して，今の学校生活や地域，国を愛する心が育っていく。

	p.46・47
12年後のわたし
（６～８）
立体に表す
	題材の目標：
将来の自分を想像し，心を込めて立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
将来の自分を表すための造形的な特徴を表す形や色を考え，表したいイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
将来の自分について願いと希望をもち，想像力を発揮しいろいろ試しながら未来をつくっていこうとする子ども。
	○教科書を参考にしたり，話し合ったりしながら，12年後の自分の姿を思い浮かべ，表したい様子やイメージをもつ。
○仕事などをしている時の様子を想像し，思いを広げて自分の将来の姿がよりよく伝わるように，形や色を構想する。
○材料の特徴をとらえ，表したい形になるように工夫して表す。
○完成した「12年後のわたし」を友人と見合い，表現のよさや将来の夢や願いについて交流する。
	（関）将来の自分について想像することを楽しみ，立体に表すことに取り組もうとしている。
（想）なりたい職業や夢について思いを巡らせ，その様子を表すために形や色，材料などの扱い方を思い付いている。
（技）表したい職業の様子が伝わるように，体の姿勢に合った芯材の形や材料の組合せ方など，表し方を工夫している。
（鑑）友人と交流し，将来の夢とともに作品の表現のよさや面白さをとらえている。
◎（想）なりたい職業や夢に向かって思いを巡らせ，その様子が伝わるように場面や動きを想像し，材料の組合せ方を思い付いている。
◎（技）表したい職業や夢が実現した様子が伝わるよう材料を生かすとともに，強調した動きやバランスを考えて表し方を工夫している。
	教師・児童：空き箱，身辺材　など
教師：紙粘土，板材，木片，白ボール紙，段ボール紙，アルミ針金，ステープル，金づち，ペンチ，ラジオペンチ，木工用接着剤，化学接着剤　など
児童：水彩用具一式，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（２）より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力する。」
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」
「４-（４）働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役に立つことをする。」などと関連が深い。社会の一員として活躍する未来の自分を想像して立体に表すことで，そのような態度が育っていく。


授業以外のページ
	ページ
題材名
	掲載内容
	ページの活用方法

	p.2～4
教科書美術館
想像は時をこえて
	児童が，時代や地域を超えて扱われる共通のモチーフやイメージについて興味をもつことができるような作家作品を中心に掲載している。
時代や地域を超えて受け継がれてきたモチーフがあることを知り，同じモチーフであっても形や色などが異なるなどの表現の多様性や工夫について考えることができるような構成にしている。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.6・7
オリエンテーション
見つめて 広げて
	オリエンテーションは，この学年の児童が1年間の活動を見通すことができるように設定している。様々な活動において発想や構想を広げ，創造的な技能を発揮し，友人と作品を見せ合い，感性を働かせながらつくりだす喜びを味わっている姿を掲載している。
「見つめて　広げて」という言葉には，表現や鑑賞の活動が様々な伝統・文化とつながっていることに気付き，活動を通して新しい自分をつくりだすことができるという実感をもちながら世界を広げてほしいという願いを込めている。
	学年の最初や関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.28・29
図画工作の広がり
未来を見つめて
	表現活動を通して未来に向けた願いを育み，作品を鑑賞し合って交流を深める活動を紹介している。
災害によって被害を受けた地域の児童が未来への願いを込めた作品を製作・展示したり，自然を大切にする活動の一環として造形活動を行い発表を行ったりする取り組みを掲載している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.30・31
図画工作の広がり
表現にこめた思い
	作者が作品を通して伝えたい思いや願いを想像しながら鑑賞ができる作品を紹介している。
反戦への思いを表した壁画や，日本で行われた万国博覧会のテーマを表した塔，平和への願いが込められた絵を掲載している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.48・49
図画工作の広がり
中学校へ向かって
	図画工作の活動での学びが中学校の美術科や技術科の学習にどのように接続しているのかを紹介している。
図画工作での活動や作品とともに中学校の美術科・技術科でつくられた作品，作品を介した中学生との交流の様子を掲載している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.50・51
ぞうけいのもり
見て・感じて・考える
伝わる つながる
	児童が，図版を見ながら自由に様々なイメージをもつことで発想や構想を広げ，想像する楽しさを体験し，表現への意欲がもてるように設定した。
身の回りにある，思いや情報を伝えるために形や色を工夫した看板やマークなどを見ることで，形や色を通じたコミュニケーションについて興味がもてるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.52～57
使ってみよう 材料と用具
	自分のイメージを表すため，材料や用具の特徴について知り，安全で適切な扱い方を身に付けられるように設定した。学習指導要領に示された材料や用具を中心に掲載している。
墨の使い方，カムの仕組みとつくり方，やすりの種類と使い方，塗装の仕方，木の接合について，織り機の使い方，活動の記録と保存，インターネットの活用方法について掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。


















